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1/8（日）午後、みんなの学校上映会を実

施しました。昼から雨が降る寒い日でした

が、おかげさまで大盛況のうちに終了しま

した。みなさまからいただいたアンケート

結果から、上映会にとても満足していただ

けたことが伝わってきました。当日ご来場

いただいたみなさま、お手伝いに来ていた

だいたみなさま、広報にご協力いただいた

みなさま、応援してくださったみなさま。お

一人お一人に、感謝の気持ちでいっぱいで

す。 

 もう上映会から３ヵ月近くが経ちました。

2 月におはなし会を実施したこともあり遅

くなってしまいましたが、みんなの学校上

映会を行うに至ったきっかけや思い、当日

までの準備の様子、広報面での苦労や う

れしかったことなど、書き留めておこうと

ペンを取りました。お付き合いいただけれ

ば幸いです。 

 

【上映会を開こうと思ったきっかけ】 

約２年前、息子が中学二年生の頃のこと。

Facebookで「みんなの学校という映画があ

るらしい！」という情報を目にしました。

「へぇ～、一度見てみたいな」と思っていま

したが、その時はあまり気にも留めず、他の

情報とともにスーッと流れてしまいました。

それから数か月後、今度は「みんなの学校の

上映会をやります！」という投稿を目にし

ました。たまたま会社のお休みの日。これは

チャンス！とばかりに申し込んで、観に行

ってきました。 

川崎からはかなり遠い場所にある映画館、

しかも平日の昼間ということもあり、人影

はまばらでした。「ひょっとして、ハズレの

映画なのかな？」と思いましたが、映画が始

まってからの 108 分、文字通りスクリーン

にくぎ付けになりました。映画が終わった

後、周囲からは「いい映画だったね」と話し

合う声や、感動のあまりすすり泣くような

声が…。私はというと、色んな思いがこみあ

げて来て、かなりの混乱状態でした（笑）。

「こんな学校が本当にあるんだ」という驚

き、みんなで一緒に良い学校をつくり上げ

ようとしている姿とその美しさへの感動。

それから「息子の通う学校をより良い学校

にしていくために、自分には何ができるだ

ろう？」という思いもありました。とにかく

たくさんの思いが心をめぐり、とても消化

しきれなかったのをよく覚えています。 

でも、帰りの電車の中で、はっきりしたこ

とが一つ。「この映画を、ぜひ多くの人

に観てもらいたい」。それはゆるぎない、

確かな気持ちでした。多くの人に観てもら

い、知ってもらい、たくさんの実践や試行錯

誤に結び付けていきたい。それはもちろん、

「子供の幸せ」のために。こうしてくるみー

来未でみんなの学校上映会を実施すること

が決まりました。 

 

 



【映画配給会社との調整】 

 早速、映画配給会社の HPを見た上で、 

電話で問い合わせてみました。 

「上映会を開きたいんですが、 

どう進めればよいでしょうか？」 

「時期と場所のご希望を教えてください」 

「川崎市高津区で、時期は１月です」 

「ええと…それなら開催可能です」 

詳しく聞いてみたところ、開催時期と場

所が近い場合はＮＧになることもあるそう

です。集客面で支障が出てしまうから、との

こと。ともかく希望通りに開催できそうで

よかった。指定のフォームを埋めて、配給会

社に送信。この調整は電話とメールのやり

取り数回で、思っていたよりずっとラクに

終了しました。 

 

 

【集客での苦労】 

 集客については当初は楽観的でした。 

「みんなの学校はとても良い映画だし、多

くの人に知られつつある。入場料は無料だ

し、きっと申し込みは増えていくだろう」く

らいに思っていましたが、これはとんでも

ない誤りでした。当然「知ってもらう」

ことなしに申し込みが増えることは

ありません。申し込みの数は思ったより

増えず、日増しにプレッシャーを感じるよ

うになりました。そこで色んな場所に出向

いて、チラシを配り、映画のすばらしさを説

明して回りました。配布したチラシは計

2,500部。地域の小中学校、息子の通う特別

支援学校、福祉事業所、つながりのある NPO

法人や任意団体、民生・児童委員さんの会

合、ママ友・パパ友との飲み会、くるみのイ

ベントに来ていただいたお客様など。川崎

市で毎月行われている「豊かな地域療育

を考える連絡会」にもお邪魔して、たく

さんのチラシ配布にご協力いただきました。

みなさまのご協力により、次第に申し込み

数が増えていき、年末時点で 240 名くらい

に増えました。この時期は毎日 10人くらい

の方からお申し込みがあり、受付だけでも

かなり忙しくて目が回っていました（＠_

＠;）が、同時に「よかった～」と一安心で

した。 

 

【会場の下見と打ち合わせ】 

気が付いたら、あっという間に上映会の

１週間前。会場となるすくらむ２１に出向

いて使用する設備や段取りの打ち合わせ。

保育や見守りの人数確認、急きょ行うこと

になった書籍販売の段取り、ポスターの貼

り方やお客様の誘導ルートやアンケートの

内容などを決めていきました。すくらむ２

１のホールの下見をしていると、誰もいな

い会場はガラーンとして静まり返っていま

した。ホール内はとてもとても広く見え、

「本当に 200 人ものお客様が来てくださる

のだろうか？」と半信半疑な自分がいまし

た。 

 

【いよいよ 300 名を突破！なのに…(*_*)】 

当初定員は余裕をもって 300 名としてい

ましたが、年明けから更に増え、結局 300名

を超えるお申し込みがありました。 

ところが、それまで週末にはあちこちに

広報活動に出向いていた疲れがあったのか、
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ホッと安心していたらあっという間に風

邪を引いて寝込んでしまいました。 

「そう言えば、当日の挨拶もロクに考え

ていない… 

「スタッフさんもかなり少ない人数で回

さないといけない…」 

不安な気持ちは、もうキリがありま

せん。 

「ここまで来たら、もうやるしかない！」 

自分を奮い立たせ、何とか風邪も治り、当日

の朝を迎えました。 

 

【当日の動き】 

当日は、朝から肌寒い日でした。9時過ぎ

には家を出て、10時前には会場に到着。ス

タッフのみなさんも続々集結。大人のスタ

ッフだけでなく、息子の同級生４人もボラ

ンティアとして集まってくれました。何し

ろ、仕事は山のようにあります。映画の試

写、音響調整、会場設営（ポスター貼り、書

籍販売所づくり、パンフレット/アンケート

配布準備…）などなど。みんなで協力して何

とかこなしました。 

＜スタッフミーティングにて＞ 

 

 

 昼食をはさんで、スタッフミーティング。

役割分担やお客様をお迎えする段取りを確

認。さあいよいよお客様をお迎え。士気が高

まります。 

 いよいよ、お客様が会場入り。もうそこか

らは正直なところ無我夢中であまり覚えて

いません（笑）。とにかくお客様とお話しし

たり、くるみの活動や書籍のご紹介をした

り…と目が回るような忙しさ。でもスタッ

フ全員のチームワークでお客様をしっかり

お迎えすることができ、いよいよ上映！と

いう段に。イカン、もう挨拶に行かなけれ

ば！ 

 

  

人前に立ったり、おはなししたりするのが

決して得意ではない自分ですが、何とかご

挨拶と団体紹介を終了。息子による映画

スタートの掛け声とともに、上映開

始！「ああ～、よかった！」 

ホッとしながら、あとはみなさんと一緒に、

ゆったりと映画を楽しむことができました。

たまたまお隣の席のママさんが抱っこされ

ていたお子さんがとっても可愛くて、遊ん

でもらっておりました（笑）。ママとパパ

とおばあちゃんと一緒に映画に来て

くれて、ありがとうね^^。 

 映画のエンドロールが流れるころ、また

舞台の裏側へ。みなさんの温かい拍手がと

っても心地よくて、言葉にできないくらい

うれしかったです。映画終了後も多くの方

とお話しすることができ、またたくさんの

つながりができたことに感謝しております。 

雨の日にも関わらず、ご来場いただき、本当

にありがとうございました。 

 

【まとめ】 

 改めて振り返った感想を一言で言うなら、



「大変だったけど、やって本当によか

った！」です。くるみは社員数 15 名規模

の小さな団体です。私たちのような規模の

団体がイベントや活動をしようとすると、

やはり運営面での苦労が付きまとうもの。

「こんなんじゃあ、やっていかれない…」と

思ってしまうことも正直多々あります。 

それでもここまでやってくることができ

たのは、やはりお客さんの笑顔のおかげで

あり、「手伝わせて！」という心強い仲間の

声。参加してくださった方も、手伝いに来て

くださった方も、後方支援してくれる方も、

家族も含め、みなさんのご理解・ご支援・ご

協力があってこその活動であり、その延長

にある今回の上映会。言い換えれば、これ

は、「みんなで作り上げた、みんなの学

校上映会」です。そんな素敵な上映会を主

催することができたことに、ただただ感謝

の気持ちでいっぱいです。 

ご参加いただいたみなさんのアンケート

には、たくさんのありがたいコメントをい

ただきました。その一部をご紹介します。 

 

 

●見てみたい映画だったので、このような機

会を作っていただき、本当にありがとうござ

いました。映画の最初から何故か涙があふれ

てきて半分以上は涙なしに見れませんでした。 

 

●10ヶ月の子どもを連れていても観られる

環境がありがたく感じました。みなさん（ス

タッフ、お客さん））あたたかく、嬉しかっ

たです。 

 

●とても良い時間でした。（自分の）子ども

たちがうるさかったが周りの方々が気にし

ていなく・・・安心して見れました。 

 

●映画上映前に息子さんの挨拶があって、

恥ずかしがりながらもしっかり言えて、 

感動しました。 

 

 

こちらこそ、もう涙なしでは読めません

(´；ω；`)ｳｩ （←今も書きながら泣いて

います…） 

 

なお、当日の様子や、上映会の最後でご紹介

した「おはなし会」の様子は、くるみ FBペ

ージ（←クリック！）に投稿があります

のでご覧になってください。 

最後にお願いですが、くるみの応援団を

増やしていきたいと考えておりまして、 

よろしければ上記のくるみ FB ページに

「いいね！」をしてもらえるとうれし

いです！！ 

 

今回の上映会を通して、本当に多くのこと

を経験し、学ばせていただきました。これか

らの活動も、地道に、ゆるゆるとやっていき

たいと思います。 

 

これからも応援よろしくお願いいたします。 

 

2017年 4月 4日 

NPO法人くるみー来未 

理事長 太田 修嗣 
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